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設置者に関する情報 

①設置者 

名 称 三重県 

代表者

氏 名 
三重県知事 一見 勝之 

所在地 
〒５１４-８５７０ 

三重県津市広明町１３ 

電話 ０５９－２２４－３０７０ 

 

福祉系高等学校等に関する情報 

①名称、住所 

及び連絡先 

三重県立伊賀白鳳高等学校 ヒューマンサービス科 

〒５１８-０８３７ 

三重県伊賀市緑ヶ丘西町２２７０－１ 

TEL：０５９５－２１―７９６９ 

②校長の氏名 学校要覧をご確認ください。 

③開設年月日 平成21年4月1日 

④学則等 下記、「学則等」参照 

⑤施設設備の 

概要 
下記、「施設設備の概要」参照 
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④学則等 

学     則 

三重県立伊賀白鳳高等学校 

 

１ 設置日的 

高等学校における教育の過程の中で､介護福祉士としてふさわしい専門的な知識と技術の習得を

通じて豊かな人間的な成長を図りつつ､将来地域における介護ニーズに応えるべく専門職の育成を

図るとともに､地域の福祉の増進に寄与できる人材の育成を図ることを目的とする｡ 

２ 名称 

三重県立伊賀白鳳高等学校 ヒューマンサービス科 介護福祉コース 

３ 位置 

三重県伊賀市緑ヶ丘西町 2 2 7 0- 1 

４ 修業年限 

3 年以上 

５ 生徒定員 

ヒューマンサービス科 介護福祉コース 定員 1 学年 1 学級 22 名 

 

６ 養成課程及び履修方法 

養成課程 

介護福祉士養成課程 全日制 通学 

履修方法(必履修) 

福祉に関する教科 

社会福祉基礎       4 単位 

介護福祉基礎       ５単位 

コミュニケーション技術  ２単位 

生活支援技術      １０単位 

介護過程          ４単位 

介護総合演習       ３単位 

介護実習         １３単位 

こころとからだの理解   ８単位 

選択科目 

数学Ⅰ           ２単位 

家庭基礎          ２単位 
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７ 学年､学期及び授業を実施しない日 

○学年 

1 学年  入学した日から３月３１日まで 

2 学年  ４月１日より３月３１日まで 

3 学年  ４月１日から卒業まで 

○学期 

学校要覧（または学校ホームページ）の年間行事予定のとおり 

○授業を実施しない日 

日程については年間行事予定のとおり 

 

８ 入学時期 

学校要覧（または学校ホームページ）の年間行事予定のとおり 

 

９ 人学資格 

学校教育法第 4 7 条の規定により高等学校に入学することのできる者 

 

10 入学者の選考 

三重県立高等学校入学者選抜実施要項による 

 

11  入学手続き 

入学者選抜の結果合格した者は､誓約書及び住民票の抄本に入学料を添え､校長の指定した日ま

でに､校長に提出しなければならない｡ 

 

12 休学､退学､復学､卒業 

(休学) 病気その他のやむをえない理由により引き続き 9 0 日以上欠席する見込みの場合は､校長の許

可を受けて一年以内の期間休学することができる。 

2 休学の期間が一年に達しなお出校できないときは､退学願の提出がなくても退学とする｡ただ

し､校長が必要と認めるときは､その期間を延長することができる｡ 

3 休学の許可を受けようとする者は､医師の診断書等その理由を証する書類及び保護者連署によ

る休学願を校長に提出しなければならない。 

(退学) 退学しようとする者は､その理由を記した保護者連署による退学願を校長に提出し､その許可

を受けなければならない｡ 

2 校長は､正当な理由がなく長期にわたり出校しない者に対しては､前項による退学願の提出が

なくても退学に処することができる｡ 
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(復校) 校長は､退学した者が再入学を希望するときは､その理由により選考の上､入学を許可すること

ができる｡ 

(卒業) 本校所定の教育課程に定められた教科･科目における必履修科目を履修すると共に､教科･科目

笹ついて 1 単位以上を修得し､特別活動等の成果がその目標から見て満足できると認められる

ときは卒業を認定する｡また､特別な事情がある場合は別途審議することができる｡ 

2 卒業の認定は､卒業判定会議を経て校長が行う｡ 

3 当該年度内に卒業の認定を受けられなかった者は次年度にすすみ､卒業に必要な教科･科目を

再履修または修得するものとする｡ 

4 第一項の課程の中には､学校が定めた教科･科目の修得単位を含むものとする o 

(卒業の延期) 定められた年限に所定の課程を修了しない生徒は､その年限を超えて在学することができ

る｡ 

 

14 学習の評価(成凍評価)課程修了の認定 

(学習の評価) 教科･科目の学習成績の評価は､学習指導要領に示された目標に基づき､学校が設定した目

標と内容に照らし､平素の学習状況や各種考査の成績､課題や提出物等を資料としてその

実現状況を総括的に評価する｡ 

2 学年末の成溝は､前期及び後期の成績を総合して評価する｡ 

3 病気､その他の事由により前期末の評価が困難な者に対しては､評価を行わなくてもよい｡ 

4 転入学生の場合は､転入学後の学習状況により評価する｡ 

(単位の認定) 校長は生徒が学校の定める指導計画に従って各教科･科目を履修し､その成果が教科及び

科目の目標からみて満足できると認められる場合には､その各教科･科目について､それ

ぞれに必要な単位を修得したことを認定する｡ 

2 教科.･科目の 1 単位とは､ 1 単位時間を 50 分とし､ 35 単位時間学習活動を行う教科･科

目を生徒が満足に修得した場合をいう 

(課程修了の認定) 学校指定規則に定める履修すべき教科･科目の出席時間数が学校指定規則に定める時

間数の3分の2 (ただし､介護実習については5分の4)に満たない者については､当該教科･

科目の履修を認めない｡ 

(単位修得の認定) 当該教科･科目を履修した者について､学年末の成績評価が 1 0段階評定の 3以上(5段

階評定の 2 以上)であるとき､単位の修得が認定される｡また､特別な事情がある場合は別

途審議することができる｡ 

 

15 入学検定料､入学料､授業料及び実習費等 

入学検定料 2,200 円､入学料 5,650 円､授業料 月額 9,900 円 

(三重県立高等学校条例による) 
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16 教職員組織（学校要覧をご確認ください) 

 

17 賞罰 

(表彰) 校長は､教育上必要があるときは､生徒を表彰することができる｡ 

(懲戒) 校長及び教員は､学校教育法第十一条及び学校教育法施行規則第十三条の定めるところに

より､教育上必要があると認めるときは､生徒に懲戒を与えることができる｡ただし､ 体罰

を加えることはできない｡ 

懲戒のうち､退学､停学及び訓告の処分は､校長がこれを行う｡ 

(懲戒による退学)前項に規定する退学は､次の各号のいずれかに謬当する者に対してのみ行うことが

できる｡ 

一 性行不良で改善の見込みがないと認められる者 

二 学力劣等で成業の見込みがないと認められる者 

三 正当の理由がなく出席常でない者 

四 学校の秩序を乱し､その他生徒としての本分に反した者 
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⑤施設設備の概要 

建 

物 

土地面積 

47248 ㎡ 

教室等 

の名称 

（各室毎に記 

入すること） 

面  積 共用先 

（共用する場

合について

のみ記入） 

教室等 

の名称 

（各室毎に記 

入すること） 

面  積 共用先 

（共用する

場合につ

いてのみ

記入） 

３年普通教室 65.7 ㎡  被服実習室 142.99 ㎡ 他学科 

２年普通教室 65.7 ㎡  食物実習室 141.57 ㎡ 他学科 

建物 

延面積 

21014 ㎡ 

１年普通教室 65.7 ㎡  図書室 128.16 ㎡ 本校全体 

介護実習室

１ 

113.91 ㎡ 

ベッド数 10 床 

 

 

事務室 

 

53.0 ㎡ 

 

 

 

福祉実習室 

 

 72.00 ㎡ 

 

 

 

入浴実習室

１ 

 

61.60 ㎡ 

 

 

介護実習室

２ 

    108.00 ㎡

ベッド数 8 床 

 

 

入浴実習室

２ 

 

46.4 ㎡ 

 

 

和室     11.84 ㎡     

教
育
用
機
械
器
具
及
び
模
型 

実習用モデル人形 

人体骨格模型 

成人用ベッド 

移動用リフト 

ｽﾗｲﾃﾞｨﾝｸﾞﾎﾞｰﾄﾞ・ﾏｯﾄ 

車いす 

簡易浴槽 

ストレッチャー 

 

 

 

 

 

２体 

１体 

１８床 

１台 

５台 

１０台 

１槽 

３個 

 

 

 

 

 

排せつ用具 

歩行補助つえ 

盲人安全つえ 

視聴覚機器 

障害者用調理器具・食器類 

和式布団一式 

吸引装置一式 

経管栄養具一式 

処置台又はワゴン 

吸引訓練モデル 

経管栄養訓練モデル 

心肺蘇生法訓練用機材一式 

人体解剖模型 

１５個 

１０本 

５本 

４器 

２台 

３式 

   ５式 

   ５式 

 １８台 

   ５体 

   ５体 

   ３式 

   １体 

 

使用教材 

 教科書類：社会福祉基礎・介護福祉基礎・こころとからだの理解・生活支援技術・介護過程 

・コミュニケーション技術 （すべて実教出版） 

その他の教材：実習用モデル人形・人体骨格模型・成人用ベッド・移動用リフト・ｽﾗｲﾃﾞｨﾝｸﾞﾎﾞｰﾄﾞ 

・車いす・簡易浴槽・ストレッチャー・排せつ用具・歩行補助杖・盲人安全杖 

・視聴覚機器・障害者用調理器具・食器類・和式布団一式・吸引装置一式 

・経管栄養用具一式・処置台またはワゴン・吸引訓練モデル 

・経管栄養訓練モデル・心肺蘇生訓練用機材一式・人体解剖模型 
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養成課程に関する情報 

①養成課程の教育課程表 

 ヒューマンサービス科 

 介護福祉コース 

教科 科目 
標準単

位数 
1 2 3 

国語 

現代の国語 2 2 
  

言語文化 2 2 
  

文学国語 4 
 

2 2 

地理 

歴史 

地理総合 2 
  

2 

歴史総合 2 
 

2 
 

公民 公共 2 2 
  

数学 数学Ⅰ 3 4 
  

理科 
科学と人間生活 2 2 

  
生物基礎 2 

 
2 

 
保健 

体育 

体育 7～8 3 2 2 

保健 2 1 1 
 

芸術 

音楽Ⅰ 2 2■ 
  

美術Ⅰ 2 2■ 
  

書道Ⅰ 2 2■ 
  

外国語 
英語コミュニケーション英語Ⅰ 3 3 

  
英語コミュニケーション英語Ⅱ 4 

 
2 

 
家庭 家庭基礎 2 2 

  

共 通 科 目 計 23 11 6 

福祉 

社会福祉基礎 2～6 2 2 
 

介護福祉基礎 2～6 
 

3 2 

コミュニケーション技術 2～4 
  

2 

生活支援技術 2～12 2 3 5(1) 

介護過程 2～6 
 

2 2 

介護総合演習 2～6 
 

2(1) 1 

介護実習 2～16 
 

5(1) 8 

こころとからだの理解 2～8 
 

2 6 

福祉情報 2～4 
 

2 
 

産業(学) 産業技術基礎(学） 
 

2 
  

専門科目計 6 21(2) 26(1) 
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科目単位数 合計 29 32(2) 32(1) 

総合的な探究の時間 
  

△ 

特別活動｜ホームルーム活動 35 35 35 

週当たり授業時数 30 33(2) 33(1) 

【備考】 

△「総合的な探究の時間」は「課題研究」「介護総合演習」の履修により代替 

△「総合的な学習の時間」は「課題研究」｢社会福祉演習」「介護総合演習」の履修により代替 

「情報Ⅰ」は 2年次の「福祉情報」の履修により代替 

■から 1科目選択 

(学）は、学校設定科目 

( ）内の単位数は内数で、長期休業中に実施 

 

②定員 

ヒューマンサービス科 介護福祉コース 定員 1学年 1学級 22 名 

 

③入学までの流れ 

 三重県立高等学校入学者選抜実施要項による 

 

④費用 

入学検定料 2,200 円､入学料 5,650 円､授業料 月額 9,900 円 

(三重県立高等学校条例による) 

 

⑤学校要覧をご確認ください。（科目別担当教員については学校にお問い合わせください） 

 

⑥⑦使用する教材 

 教科書類：社会福祉基礎・介護福祉基礎・こころとからだの理解・生活支援技術・介護過程 

・コミュニケーション技術 （すべて実教出版） 

その他の教材：実習用モデル人形・人体骨格模型・成人用ベッド・移動用リフト・ｽﾗｲﾃﾞｨﾝｸﾞﾎﾞｰﾄﾞ 

・車いす・簡易浴槽・ストレッチャー・排せつ用具・歩行補助杖・盲人安全杖 

・視聴覚機器・障害者用調理器具・食器類・和式布団一式・吸引装置一式 

・経管栄養用具一式・処置台またはワゴン・吸引訓練モデル 

・経管栄養訓練モデル・心肺蘇生訓練用機材一式・人体解剖模型 
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⑧ 

施設種及び施設名 氏名（法人にあっては名称） 住所 

特別養護老人ホーム  

第二梨ノ木園 

伊賀市社会事業協会 三重県伊賀市朝屋 731 

特別養護老人ホーム 

福寿園 

福寿会  三 重 県 伊 賀 市 西 山

1650 番地 

特別養護老人ホーム 

さわやか園 

敬親会 三重県伊賀市山出字金

坪 2220-10 

特別養護老人ホーム  

ぬくもり園 

あやまユートピア 三重県伊賀市馬場 600 

特別養護老人ホーム 

いがの里 

青山福祉会 三重県伊賀市愛田 550 

 特別養護老人ホーム  

はなの里 

こもはら福祉会 

 

三重県名張市西田原

2000 番地 

介護老人保健施設  

おかなみ 

岡波総合病院 三重県伊賀市上野桑町

1734 

ふくじゅえん  

デイサービスセンター 

福寿会 三重県伊賀市西山 1650

番地 

 介護老人保健施設 

伊賀ゆめが丘 

岡波総合病院 

 

三重県伊賀市ゆめが丘

四丁目 1-5 

介護老人保健施設 

第２おかなみ 

 岡波総合病院 

 

三重県伊賀市下友生字

鳥ヶ峯 2916 

特別養護老人ホーム 

名張特別養護老人ホーム 

岡田 秀啓 三重県 

名張市新田 2230-2 

デイサービスセンター 

いがのしろ 

社会福祉法人 

いがのしろ 

三重県伊賀市山出 

2220-10 

養護老人ホーム 

梨ノ木園 

社会福祉法人 

伊賀市社会事業協会 

三重県伊賀市朝屋 

734-1 
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通所リハビリテーション 

伊賀ゆめが丘 

特定医療法人 

岡波総合病院 

三重県伊賀市ゆめが

丘 4 丁目 1-5 

デイサービス 

はあとの杜 

財団法人 

信貴山病院 

三重県伊賀市緑ヶ丘

本町 1606 

特別養護老人ホーム 

第２はなの里 

社会福祉法人 

こもはら福祉会 

三重県名張市百合が

丘西 5 番町 1-1 

通所介護事業所 

デイサービス 

第２はなの里 

社会福祉法人 

こもはら福祉会 

三重県名張市百合が

丘西 5 番町 1-1 

特別養護老人ホーム 

第３はなの里 

社会福祉法人 

こもはら福祉会 

三重県名張市西田原

2100 

特別養護老人ホーム  

ゆめが丘鶴寿園 

社会福祉法人 

グリーンセンター福祉会 

三重県伊賀市ゆめが

丘 2-1-3 

生活介護・就労継続支援 B 型 

居宅・訪問介護事業所 

かしの木ひろば 

社会福祉法人伊賀市社会事業

協会 

三重県伊賀市上野寺

町 1184 番地の 2 

特別養護老人ホーム 

安全の里 

 社会福祉法人 

安全の里 

三重県亀山市住山町 

590 番地 1 

ショートステイ第３はなの里 社会福祉法人 

こもはら福祉会 

三重県名張市西田原

2100 

特別養護老人ホーム 

短期入所生活介護 

ゆめが丘鶴寿園 

社会福祉法人 

グリーンセンター福祉会 

三重県伊賀市ゆめが

丘 2-1-3 

特別養護老人ホーム  

伊賀シルバーケア豊壽園 

社会福祉法人 

洗心福祉会 

伊賀市久米町字大木

872 番地 1 

認知症対応型グループホーム  

伊賀シルバーケア豊壽園 

社会福祉法人 

洗心福祉会 

伊賀市久米町字大木

872 番地 1 

通所介護センター 

伊賀シルバーケア豊壽園 

社会福祉法人 

洗心福祉会 

三重県伊賀市久米町

８７２−１ 
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デイサービスセンター 

ゆめが丘鶴寿園 

グリーンセンター福祉会 三重県伊賀市ゆめが

丘 2-1-3 

老人デイサービスセンター 

なしのき 

社会福祉法人 

伊賀市社会事業協会 

三重県伊賀市朝屋

739 番地の 2 

老人デイサービスセンター 

はなの里 

社会福祉法人 

こもはら福祉会 

三重県名張市西田原

2000 番地 

デイサービス 

第２はなの里 

社会福祉法人 

こもはら福祉会 

三重県名張市百合が

丘西 5 番町 1-1 

 

⑨介護実習の内容及び特徴 

第Ⅰ期 

目  標  
通所介護現場において、利用者とのコミュニケーション方法を学ぶとともに、

レクリエーションを実施できる 

実習内容 
○利用者とのコミュニケーションの図り方を学ぶ 

○利用者の状態に応じたレクリエーションを計画し、実施する 

第Ⅱ期 

第Ⅲ期 

目  標  
多様な介護現場において、学校等で学習した知識や技術を統合させ、介護従事

者としての役割を理解する 

実習内容 

○基本的な介護技術の実践をする 

・利用者を知り、安全で、快適な暮らしに配慮した介護技術を実践する 

・利用者の状況や心身の状態に応じたコミュニケーションの方法を学ぶ 

○多職種協働・チームケアについて知る 

第Ⅳ期 

第Ⅴ期 

第Ⅵ期 

目  標 
介護の現場において、学習した知識や技術を統合させ、適切かつ安全な介護が

できる実践的な能力と態度を身につける 

実習内容 

○専門的、計画的な介護サービスの実践を行う（介護過程の実践） 

・介護に必要な情報収集を行う 

・情報から、生活課題が明確にする 

・介護計画を立案する 

・利用者の生活の場面にあわせた個別的な介護技術を実践する 
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実績に関する情報 

①卒業者の延べ人数 

平成２３年度卒業 平成２４年度卒業 平成２５年度卒業 平成２６年度卒業 平成２７年度卒業 

１６ １８ ２１ ２２ １６ 

平成２８年度卒業 平成２９年度卒業 平成３０年度卒業 令和元年度卒業 令和２年度卒業 

１５ １２ ２０ １１ １６ 

令和３年度卒業 令和４年度卒業    

２２ １６    

延べ人数 

２０５ 

 

②卒業者の進路状況 

 令和４年度までの卒業生の進路 

就職先の施設種別 就職者数 

介護老人保健施設 ２０ 

特別養護老人ホーム ８６ 

グループホーム ２ 

小規模多機能型居宅介護 １ 

デイサービスセンター ７ 

訪問介護 １ 

その他 １５ 

 

 

 

進学先の学校種別 進学者数 

私立大学 １２ 

私立短大 １２ 

専門学校 ４８ 

予備校 １ 

  

  

  


